
いる
包
摂
／
排
除
に
抗
す
る
児
童
福
祉
の
理
念

又
援
施
設
の
就
学
義
務
化
か
ら

一趣
教
育
大
学
専
任
講
師
）

象
と
す
る
入
所
型
の
児
童
福
祉
施
設
で
あ
り
、
少
年
院
と
児
童
養
護
施
設
の
折

担

っ
て
き
た
、
児
童
自
立
支
援
施
設
―

―
入
所
児
童
に
向
き
あ
う
施
設
職
員
や

実
践
者
の
言
説
や
試
み
を
解
き
明
か
し
、
そ
の
変
遷
や
現
状
に
示
さ
れ
る
、
児

教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
と
実
践
を
考
察
す
る
ｃ

一〇
頁
　
定
価

（４
０
０
０
円
＋
税
）

一３
ｚ
ミ
∞
‐ナ
∞
い
三
ｏも
８
ム

川辺
参
加
と
し
て
の
社
会
科
教
育
の
展
開

ン
グ
に
よ
る
社
会
参
加
を
も
と
に

一
大
学
准
教
授
）

加
の
理
論
や
ア
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
概
念
と
い
う
視
座
を
も
と
に
、
公
教
育
に
お

リ
キ
ュ
ラ
ム

・
学
習
評
価
で
、
学
校

・
地
域

・
国
家

・
地
球
と
い
っ
た
社
会
的

け
る
状
況
や
関
係
を
再
考
。
多
様
な
テ
ー
マ
を
通
し
、
学
び
を
活
か
す
た
め
の

る
ｃ

Ъ
二
頁
　
定
価

（４
０
０
０
円

＋
税
）

一３
ｚ
疇
∞
ム
，∞
い
三
ｏ
も
ま
上
　
　
．

ロ́
ン
の
精
神
発
生
学
と
人
間
発
達
研
究

」理
論
の
現
代
的
意
義
を
探
っ
て

本
福
祉
大
学
教
授
）
　
　
　
　
　
　
　
・

ら
半
ば
に
か
け
心
理
学
研
究
に
携
わ
っ
た
ア
ン
リ

・
ワ
ロ
ン
の
人
間
発
達
思
想

工学
〉
の
構
想
と
い
う
観
点
か
ら
ひ
も
と
く
。
現
代
の
発
達
心
理
学
の
領
域
に

の
哲
学
的

。
発
達
思
想
的
な
理
論
の
到
達
点
や
意
義
を
検
討
し
、
〈精
神
〉
の

社
の
本
質
や
心
身
の
相
互
関
係
を
探
る
。

）四
頁
　
定
価

（４
２
０
０
円
＋
税
）

一И
”
２
葛
∞
，十
ま
二
ｏ
も
〓
上

真
正
の
評
価
―
テ
ス
ト
と
教
育
評
価
の
新
Ｌ
い
科
学
に

向
け
て

Ｈ
・
バ
ー
ラ
ッ
ク

他
著
／
渡
部
竜
也

（東
京
学

芸
大
学
准
教
授
）
他
訳

一い”
ｚ
壌
∞‐や
∞い
〓
０‐Ｎま
，い
　
К輌８
ｏ

（障
害
者
）
と
し
て
社
会
に
参
加
す
る

―
生
涯
学
習

施
設
で
行
う
あ
ら
ゆ
る
人
の
才
能
を
生
か
す
試
み

三
谷
雅
純

一い
∞
ｚ
逍
∞
ム
，∞い
三
ｏ
も
ｏ
｝
ｏ
　
　
薫
ｏ
８

「エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
教
育
」
の
閾
を
探
る
―
教
育
学

に
お
け
る
規
範
と
事
実
を
め
ぐ
っ
て
杉
田
浩
崇
・
熊
井

将
太
編
一∽∞
ｚ
逍
∞，十
∞い
三
ｏよ
出
出
◆
　
　
ボ〕
Ч８

19回転するOED

かつての英文科では、大学院に進学

すると『オックスフォー ド英語大辞典』

(動eOゆ認昴g′′s力 D′面別″=OED)を まとめ買

いする人がいたものである。もちろん辞

書なので数冊だけ買っても意味はないの

だが、20冊十補遺3冊をぜんぶ購入すると

いうのは大事業で、「まとめ買い」 と呼

びた くなる。実際、このセットを手に入

れた人は「OEDを買って しまった」 と会

う人ごとに言っていた。まるで家でも建

てたかのように。

値段もそれなりのものだったが、紙版

OEDの難題は、何と言っても場所である。

各巻も巨大サイズで、重いし、置 く場所

に困る。物置やガレージに置いたのでは

意味がないし買った人はどうしていたの

だろう。

英文研究室のOEDは、辞書室のテーブ

ル上に鎮座 していた。木製の専用ケース

は棚が四方に向いており、回転式の台座

をまわ しながら背表紙のアルファベッ ト

を確認 して必要な巻を手に取るどいう仕

掛けである。OEDの 回転台を囲んで必要

な巻に手を伸ばしながら、若き青自き英

文科学徒たちが勉学に励んでいた様を今

でも思い出す。これぞ辞書室。これぞ英

阿部公彦

文科。

各巻はAの 巻、Bの 巻などときれいに

分かれているわけではな く、 [Cham―

Creeky]と いうような実に中途半端で、

しか し、それだけにアカデミックな香 り

が漂 う区分 けになっていた。そもそも

辞書だ し、「[Fo‖ ow― Haswed]の 巻が好

き |」 などということはありえないはず

だが、中には英文学精神が高 じてそうし

た不健康な執着にとらわれた人もいたか

もしれない。

シエイクスピアの戯曲など、比較的時

代が古いものを読みながらOEDを引くと、

ちょうど自分が調べたところが用例に出

ていることも多い。授業では「この単語

の意味はOEDで言うと2番で……」「いや

いや3番のaで しょう」などとOED合戦が

行われることがあり、そんな中からOED

大将 とか、OED元 帥といった呼び名のふ

さわ しい強者が頭角をあらわ した。皆さ

ん今では立派な学者になった。現在のオ

ンライン版は圧倒的に便利で、クロスレ

ファレンスも簡単だ し、腱鞘炎になる心

配もないが、中華円卓を囲んでの辞書引

き合戦の味わいは今でも忘れることがで

きない。           (英 文学者)

野
村
芳
兵
衛
の
教
育
思
想

―
往
相

。
還
相
と
し
て
の

「生
命
信
順
」
と

「仲
間
作
り
」
冨
澤
美
千
子

（横
浜
美

術
大
学
教
授
）
一３
２
８
∞
‐や
∞
い
三
ｏ
‐ご
ｏ
ム

◆

ボ
ま
〕
ｏ

と
も
ど
も
に
生
き
よ
・？
よ
　
協
働
愛
で
す
ご
そ
・？
よ
―

よ
こ
は
ま
児
童
文
化
研
究
所
物
語
　
立
川
勲

一∽
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つ
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∞
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Ｎ
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口
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一
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ｏ
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が
り多
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＞
ヨ
Ｒ
一一お
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三
一手
が
Ｒ
〓
ヨ
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ｍ●
哺
一一いコ
Ｅ
〓
一●
ｍコ
哺
●一
０」
ヨ

ｒａ
８
い言
を
上
原
明
子

一３
ｚ
逍
∞
キ

∞
い
三
ｏ
‐３
や
ヽ
Ｋ
じ
ｏ
ｏ

」も
の
ミ
ラ
イ

Ｎ
助
‐
ヽ

氷
Ｎ
い
〇
〇

日
本
語
教
師
の
省
察
的
実
践

―
語
り
の
現
象
学
的
分

析
と
そ
の
記
述
を
読
む
経
験
　
香
月
裕
介

（神
戸
学
碗

大
学
准
教
授
）
一∽
”
Ｚ
Ｏ
Ч
∞
ム
‐∞
い
三
〇
‐Ｎ
８
，ω　
　
　
К
ａ
ｏ
ｏ

外
国
に
つ
な
が
る
児
童
生
徒
の
教
育
と
社
会
的
包
摂

柿

原
豪

（聖
ド
ミ
ニ
コ
中
学
高
等
学
校
教
諭
）

一Ӥ

２
０
「
∞
‐ヽ
‐
∞（
一
一
〇
‐
Ч
い
二
‐
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ω
い
０
０

芦
田
恵
之
助
の
教
育
思
想

―
と
ら
わ
れ
か
ら
の
解
放

を
め
さ
し
て
　
山
田
直
之

（関
西
大
学
准
教
授
）

一い
∞
Ｚ
つ
Ｎ
∞
‐
卜
‐
∞
０
一
一
〇
‐
い
∞
∞
‐
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
ヽ
〇
一
〇

教
育
と
他
者
―
非
対
称
性
の
倫
理
に
向
け
て

橋
本
憲
幸

（山
梨
県
立‐
大
学
准
教
授
）

一И
∞
２
０
Ч
∞
‐ヽ
‐∞
０
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一
０
‐い
“
一
‐一
▲▼
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・　
　
　
　
　
Ｋ
ヽ
Ｏ
〇
一

一想
力
を
取
り
戻
す

ｏ
く
研
究
所
）
・
山
川
修

（福
井
県

ψ
Ч
∞
‐
ヽ
‐
∞
い
一
一
〇
‐
∞
い
い
‐
い
　
ボ
一
９
０
０

学
校
と
生
活
を
接
続
す
る
―
ド
イ
ツ
の
改
革
教
育
的

な
授
業
の
理
論
と
実
践
　
田
中
怜

（筑
波
大
学
助
教
）

一И
∞
２
い
Ч
∞
‐
卜
‐
∞
い
一
一
〇
，
Ч
い
い
‐
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
К
一
ゆ
〇
一

学
問
と
し
て
の
ダ
ン
ス
の
歴
史
的
変
容

―
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン
校
の
ダ
ン
ス
の
一〇
〇
年

木

場

裕

紀

一い
∞
ｚ

場

∞
‐
十

∞
い
二

ｏ
‐
Ｎ
ヨ

‐
〕

　

ボ
一
８

ｏ

人
生
の
意
味
を
聞
う
教
室

ネ
ル
・
ノ
デ
ィ
ン
グ
ズ
著
／
井
藤
元
・小
木
曽
由
佳
訳

一い
∞
〓
ψ
Ч∞
‐卜
‐∞
い
一
一〇
‐い
い
∞
‐Ｎ　一　一剛
叩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
К
］
０
０
０

大
学
英
語
教
育
の
質
的
転
換
―

一学
ぶ
」
場
か
ら

「使

う
」
場
へ
　
佐
藤
響
子

。
ｏ
”
Ｌ

〓
ｏ
ｏ
”
長

・
加
藤
千

博
編

一∽
”
２
３
∞
‐や
ま
二
ｏ
よ

∞́
‐Ч
　

　

　

嵩
〕
８

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
は
じ
め
方
―
つ
な

品
杯
ユ
戻
す
　
山
川
修

。
早
川
公

言
語
教
師
教
育
論
　
Ｂ
・ク
マ
ラ
ヴ
ァ
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
著
／

南
浦
涼
介

・
瀬
尾
匡
輝

・
田
嶋
美
砂
子

訳

教
室
に
お
け
る
政
治
的
中
立
性
―
論
争
問
題
を
扱
ヽ，
た

め
に
　
ダ
イ
ア
ナ
。Ｅ
・ヘ
ス
者
／
渡
部
竜
也
・岩
崎
圭
祐
。

空
海
に
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

益
田
勉

（文
教
大
学
教
授
）

真
正
の
学
び
／
学
カ
ー
質
の
高
い
知
を
め
ぐ
る
学
校
再

庫
一　
フ
レ
ツ
ド

・
Ⅵ
・
ニ
ュ
ー
マ
ン

著
／
度
祁
署
ｔ
ｒ

― ゛

/ コ
 ヽO

ヒ ン


